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は し が き

幾 何 数 学 入 門 表 紙 の 裏 が 、 一 枚 空 白 で あ る た め 、 こ の 本

の 端 書 き を し た た め る 。

我 が 、 生 涯 の 、 集 大 成 の 本 を こ こ に 、 著 す こ と に な っ た 。

完 全 な 本 で は な い が 、 多 く の 近 作 成 果 を 網 羅 し た 。 こ れ を

印 刷 製 本 に 回 し 、 200 部 作 る こ と に し た 。 そ の う ち 、 100 部

を 全 国 に 、 売 る 行 商 に 出 る 。 各 地 の お 偉 方 に そ の 弟 子 の 分

合 わ せ て 2 冊 を 買 っ て も ら い 、 弟 子 を 紹 介 し て も ら い 、 そ

の 弟 子 と 一 緒 に 、 本 の 紹 介 解 説 の 時 間 を と っ て 、 配 っ て い

く 旅 人 生 を し ば し 送 ろ う と 思 う 。 私 の 研 究 人 生 を 無 駄 に は

し た く は な い 。 皆 さ ん の 、 ご 協 力 を 仰 ぎ た い 。 こ の 本 が 、

幾 何 数 学 の い と な み と な り 、 全 国 に 住 み 着 く よ う に し よ う

と 決 意 表 明 す る 次 第 で あ る 。 本 の 内 容 が 本 物 な ら 、 そ れ を

手 助 け す る 、 サ ポ ー タ と し て 、 私 も 楽 し め る だ ろ う 。 本 の

生 き 様 を 皆 さ ん と 見 て い き ま し ょ う 。 よ ろ し く 。
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1997-5-19 にしたため始めた。

「学問とは何か」、こんな問いに、チャレンジして、以下の文を、同窓生と共有したく思います。

論文賞を受賞して ８期生 蛭子井 博孝

３月のある日、１つの手紙が届いた。３月１０日の日本図学会の理事会で、論文賞をくれるという

ものであった。何の感慨もわかず、「もらえるのか。じゃあもらおう」と思っただけである。私は、精神

障害を患い、何回か病院暮らしをした。そして、今も薬を飲んでいる。その原因の一つが、数学へ

の夢である。学生生活、教員生活をしていた２０代、今回受賞の”デカルトの卵形線の研究”をライ

フワークにする事を自分なりに決めていった。だれも、この卵形線の価値に気づくものはいないの

かと、思いながらであった。

日本では、約５０年前、微分幾何学で、卵形線の研究を何人かがしていた。しかし、それも５年

間ぐらいで研究テーマがなくなったのではないだろうか。窪田忠彦先生が、卵形線の小冊子を残

して終わっているようだ。その内容をすべてフォロウするのは、工学部出の私には、今でも難しい。

では、私の卵形線の研究は何かということになる。私の研究は、初等的方法で卵形線を研究す

ることである。現代数学の群論的構成からいうと小さな古典幾何学的手法であるが、それにより卵

形線の性質や定理を見つけることである。現代数学の流れからは、はずれた、現代の数学者が興

味を示さない内容である。しかし、初等的手法は、いつの世でも、フォロウしようと思えば、できるの

である。そこに、私は、研究の価値を認めている。

大学で複素関数論や、量子力学を学んだが、その論理的帰結は、確かにきれいで深遠であっ

たように思う。しかし、それは、一部の人の享楽であり、それよりも、万人がわかる初等的性質で未

知なものを見つける方が、大切であると思ったのである。幸いそのような卵形線の性質がいくつか

見つかっている。しかし、未だに、それを一緒に享受できる人がいない。今度の受賞で、いくらか、

私のやっていることの価値を認めてもらえたのであろうが、その反応は、未だにない。これが、私が

狂う原因の一つだと思っている。誰からも関心を示されず、研究を続けることは難しい。もう２５年も

続けているが、狂いたくもなる社会の反応である。

一人の人間が学問にかけて一生を終わるそれだけのことである。そこに、夢があろうと、それを

ともに享受する者は、日本にはいない。いや、岩田至康先生が、おられたように思う。また、増田

先生もいらした。米谷先生もいらした。前田さんもいた。また、感想もいってもらったことはないが、

図学研究をとっておられる方々も、その一人かもしれない。今回の受賞が、本物なら、もっといい

研究ができるだろう。苦しさと一人で定理の発見を喜んだ４半世紀である。

卵形線の定義 「１点と定円からの距離の比が一定な曲線」

「１直線上に四点を与えると定まる曲線」

「.......その他１０近くある。」

性質 焦点が３つある。短軸がある。２重の閉曲線である。

頂点の位置を作図できる。右離心率、左離心率をもつ。

円錐面と円錐面との交線よりできる。接線や法線が作図できる。。。

定理 「短軸の垂直２等分線は第三焦点を通る。」
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みなさんの拝読に感謝します。

続卵形線を受賞して

早、２５年の歳月が流れた。私がまだ若く、世の中を知らない２２才の大学４年生の頃、卵形線

の未来は無限であった。そのとき、初めての論文を書く自分は、心を躍らし、かつ、心が動揺して

いた。世界を相手の論文、それがこんなものでいいのだろうかという戸惑い、増田祥三先生に、

「世界の誰かがもう知っていることではないだろうか」という不安をうち明けた。日本の本には、私

の研究したことは、載っていないという確信らしきものがあった。しかし、世界ではとなると確信が

持てない。初めての論文の投稿を前に、この不安は、なかなか消えない。世界中で初めての卵

形線の性質を発表する興奮である。先生が、「誰かが見つけていても再発見なのだから。。。。」

「そうだ。自分で見つけたのだ。いや、増田先生にヒントをもらったのがある。著者名をどうすべき

か、増田先生と共著にすべきか、謝辞だけでいいだろうか 」 処女作の不安は大きかった。しか

し、時間はない、院入試、卒研、みんなに遅れをとっている。時間は、卵形線を忘れて、卒業へと

向かっていった。そして、春休み、この１週間しか数学をやる暇がない。群論を勉強せねば、そし

て、物理の世界から、抽象代数の世界へ、倍風館の群論入門 を読了。回転演算が群をなす。

自分のやっていることの抽象性のなさに、唖然としたのだろう。 自分は、補助線１本 引くのに、

１０時間も２０時間もかけていた。これでは、白痴になる。そんな思いであったろう。そこから、発

見の喜びが、白痴への不安に変わった。どうすれば、この大学４年間の白痴化の埋め合わせが

できるであろうか。そんな思いが、自己を妄想の世界へと走らせた。

早、２５年、妻と子供と仕事をなくし、自己の中の妄想と戦っている。人は助けてはくれない。

人は、なにをしようと自由である。しかし、経済的に自立し、孤独に耐えれるかによる。この難題

を解かねば、卵形線に集中できないのであろうか。ひとりの友がほしい。卵形線を語り合える友

が。これからの課題である。ウィーンの SHTAHEL 先生が、そのひとりかもしれない。

－－－－－－－－－－－そして、 14 年後 2011-1-14

今、卵形線の原始化から、点線円幾何学なるものを始めている。バラの定理の証明が見つか

り、昨年 6 月に、形の科学会で、発表し、昨年暮れに手直しし、 ATCM に送った。

昨年、 3 つ、４つ、大事な定理を見つけた。 ICGG で発表。今年から、また、点線円幾何学と並

行して、卵形線についても、研究を開始する。いまは、Ｇｕｎｔｅｒ Weiss さんが、いる。 Mirek

Majewski さんがいる。 それに, KN さんもいる。確実な友達である。ありがたい。

自分が、高等数学もやる気が出てくれば、それに越したことはないが、自分の研究方法は、間違

っていないという自信も持てるようになった。友のおかげである。

あと 20 年、 80 歳までは、健康に注意しながら、続けるつもりだ。

私の人生に幾何学あり。これから、 20 年の間に出会える定理が楽しみである。

蛭子井博孝、幾何学と共に生きる。これが、私のすべてであり、これでよいと思う。
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知らせがあったわけでない。とにかく、少しずつ、社会に、浸透しているようだ。

いつかは、私の研究が、目に見える形で、共感を呼ぶ時期が来ると、確信している

。生きていられるといいが、今、幾何数学入門を直論に換え、そして、このページ

を追加して、直論を終えることにした。1995 年から、25 年間の無給の研究期間を

経て、この本を世に残すことが、できるのは、幸いである。ここ 2，3 年の発見は

、歴史上の、数学者の発見に、引けを取らないものだと自負できる。たかが、正三

角形、たかが接円、たかが、数表、しかし、そこには、無限の面白さが、含まれて

いるだろう。ピタゴラスから、リーマンまで、私が知っている、深遠な定理の発見

者と引けを取らない内容を本にできた喜び。世界の大災難、新型コロナの時代、D

OVAL 短軸新作図法におけるマスク構図の出現、我が研究の歴史的存在の証拠と

して、ここに載せ、最後に、学問世界の安寧を祈る。蛭子井博孝　2021-6-25 日記 

我が人生 日本図学会名誉会員の称号を授与されて もう一週間以上たった。

身の周辺に何も変わりは起こってはいない。しかし先に書いた、我が研究史の追

加を書く機会である。私の研究は、まだ世の中に普及はしていない。今回の授与

が、その成果を認められたことにはなるだろうが、社会は、動いてくれない。オ

リンピックのロゴに私の DOVALが 使われたと聞いているが、直接、使用者から

幾何数学直論　　蛭子井博孝編著

（4）



幾何数学直論　　蛭子井博孝編著

－2/222－



幾何数学直論　　蛭子井博孝編著

－3/222－



第 1章 DOVALについて 7ｐ

（い） DOVALとは、
点と円からの距離の比が一定な代数 2重閉曲線

215p業績目録参照

1． 式と作図法による卵形線（DOVAL)）の定義 ....7
2. 焦点による形状変化（第三論文参照 5 まえがき集）
3. 接線法線の作図法 .....10
4．短軸の位置の作図法と離心率 .....12
5．DOVAL 研究論文まえがき集 .....14
6．短長軸長の不変式と長短軸の関係定理 .....22
7．DOVAL の多焦点化曲線の定義の準備としての第五定義 .....23
8．5焦点 Tajicoidの CG .....25
9．DOVALの随伴曲線 .....26
10 Dovalの空間曲線 .....27
11 共焦点と短軸の定理 .....29
12．内包する 2補助円で定義される DOVALの .....32

内補助円だけ変えた内外分枝の変化図
13 DOVAL の膨らみ曲面 .....34
14 タジコイドの PGと CG .....36
15 共焦点 DOVALアニメの PG .....39
16 DOVAL LENZ 解析 ....30,41
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第 2章 数論算出数表 43p

（ろ） 数論数表は、

選別抽出し、情報の重複を避けている

....44 
 .....47 
 .....51 

  .....52                 
.    ...53 
   ....54 

           ...58 
          .....60 
           ....62 

   ....63 

3 つの平方数の和になること】 ..82 
         ....84 

       ....85 

X,Y,Z,A,B,C 算出      ....96 

....101 

.....106
....107 

.....109 

.....113 

1．加法による素数を一般化した外異数
2．素数哀歌
3．分数式の値が整数
4．数の約数について
5．31型素数算出表
6．累乗 3数、4数、5数の和が累乗数になる数列

x^h+y^h+z^h+（w^h+（v^h））＝ X^h
5．3456つ子素数算出表
6．双子素数の 7連
7．幾何数学の数論数題

7-1 合成数のレベル数の定義一覧算出表
7-2 【4以上のすべての 3連続平方数の和は、

7-3【単位分数恒等式】発見使用例算出
7-4 ｈ次素数の定義とその算出表
7-5 X^h+Y^h+Z^h=A^h+B^h+C^h h=2～ 6まで

8．連続素数の性質表
平均が整数になるときの例算出表表 .
中央のみ 2 乗の和が平方数になるときの性質例算出表

9．メルセンヌ素数一覧
10. 関数の微分積分とグラフ

11．リーマンの 0 点予想追加予想確認 PG リスト
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第3 章 命題定理 116p   
(は）できるだけ作図順序を、緑、水色、青 
赤線、マゼンタの順にした。  

....117

.....123 

.....127.

....130 
...134 

6．ピタゴラスの拡張図面積 5 倍の定理.135 
...136

8．ピタゴラスの定理の３Ｄ化 ...139 
.....142

　10．6 点 8 点 16 点円の定理. ....147 
.....151
....153    
.   158 
....162 
.....170 
.....171 
.....173 
.....186

. ....188.

..     201  

.. ...207 

1．平行線の問題、定理
2．正三角形の問題、定理
3．ピタゴラスの周辺定理
4. 等長問題
5．正方形の定理

7 無限連鎖の定理

９.直角、垂線の問題

11. 2円偶数奇数円の定理
12．共点問題
13. 円 4線 バラの定理
12．2重三角形 星々の定理
13．円と長方形の共点問題
14 7角形の共点問題、定理
13．2重四角形の問題、ダイアの定理
14．多角形の作図定理
15．ダイアバラの多段性定理
16. 3,4角形傍接円の定理
17．6点ヘキサゴンの定理 (第 1, 2, 3 定理）

蛭子井博孝の接線ダイアの定理
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短軸の長さ

2007年7月吉日

蛭子井博孝著
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円錐面による DOVAL
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第 2章 数論算出数表 43p

（ろ） 数論数表は、

選別抽出し、情報の重複を避けている
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> > 

> > 
> > 

> > 
#GAIISUU PG by H.E 2021-8-23 25 28 rv:
# 外異数の定義:数の集合があって、その任意の2つの和が、すべて異な
り、また、その集合の要素とも異なる集合の数をいう。

with StringTools : print 蛭子井博孝, FormatTime
"%Y-%m-%d-(%r)" : G 1 d 1 : GS d G 1, 2$G 1 :for h 

from 2 to 300 do for kk from 1 to  G hK 1 C 1  do GK d G h
K 1 C kk : GAS d : GAS d GAS union GK :for n from 1 
to hK 1 do GAS d GAS union GKC G n :od: GAS d GAS 
union GKC GK :if GAS intersect GS =  then G h d GK :
break if:od: GS d GS union G h :for k from 1 to h do GS d GS 
union G hC G k :od:if h mod 10 = 0 then  print : print seq  G

hK 10 C j 外異数 hK 10 C j , j = 1 ..5 : print seq  G h
K 10 C j 外異数 hK 10 C j , j = 6 ..10 :if h mod 100 = 0 
then print GH = h, H , E TUKB  fi fi: od: print 蛭子井博孝,
FormatTime "%Y-%m-%d-(%r)" :

蛭子井博孝, "2021-11-02-(07:15:11 PM)"

1外異数1, 3外異数2, 7外異数3, 12外異数4, 20外異数5

30外異数6, 44外異数7, 65外異数8, 80外異数9, 96外異数10

122外異数11, 147外異数12, 181外異数13, 203外異数14, 251外異数15

289外異数16, 360外異数17, 400外異数18, 474外異数19, 564外異数20

592外異数21, 661外異数22, 774外異数23, 821外異数24, 915外異数25

969外異数26, 1015外異数27, 1158外異数28, 1311外異数29, 1394外異数30

1522外異数31, 1571外異数32, 1820外異数33, 1895外異数34, 2028外異数35

2253外異数36, 2378外異数37, 2509外異数38, 2779外異数39, 2924外異数40

3154外異数41, 3353外異数42, 3590外異数43, 3796外異数44, 3997外異数45

4296外異数46, 4432外異数47, 4778外異数48, 4850外異数49, 5122外異数50

5242外異数51, 5297外異数52, 5750外異数53, 5997外異数54, 6373外異数55

6800外異数56, 6924外異数57, 7459外異数58, 7546外異数59, 7788外異数60

8219外異数61, 8502外異数62, 8729外異数63, 8941外異数64, 9881外異数65

10199外異数66, 10586外異数67, 10897外異数68, 11288外異数69, 11613外異数70

11875外異数71, 12033外異数72, 12930外異数73, 13393外異数74, 14046外異数75
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14533外異数76, 14900外異数77, 15165外異数78, 15687外異数79, 15971外異数80

16618外異数81, 17354外異数82, 17931外異数83, 18844外異数84, 19070外異数85

19630外異数86, 19669外異数87, 20721外異数88, 21947外異数89, 22525外異数90

23290外異数91, 23563外異数92, 23880外異数93, 24595外異数94, 24767外異数95

25630外異数96, 26036外異数97, 26254外異数98, 27218外異数99, 28565外異数100

GH = 100, H, ETUKB

29774外異数101, 30093外異数102, 31310外異数103, 32216外異数104, 32619外異数105

32911外異数106, 34276外異数107, 35329外異数108, 35468外異数109, 36203外異数110

38646外異数111, 39159外異数112, 39222外異数113, 39942外異数114, 40799外異数115

41881外異数116, 42548外異数117, 43393外異数118, 44878外異数119, 45906外異数120

47420外異数121, 47511外異数122, 48296外異数123, 50063外異数124, 50901外異数125

52702外異数126, 52763外異数127, 54673外異数128, 55306外異数129, 56662外異数130

58424外異数131, 59027外異数132, 60575外異数133, 60994外異数134, 62204外異数135

63128外異数136, 64487外異数137, 66998外異数138, 67188外異数139, 68511外異数140

68983外異数141, 70169外異数142, 71364外異数143, 75617外異数144, 76792外異数145

77570外異数146, 79046外異数147, 80308外異数148, 83178外異数149, 84344外異数150

87015外異数151, 87873外異数152, 88565外異数153, 89606外異数154, 91717外異数155

92886外異数156, 93838外異数157, 95102外異数158, 97973外異数159, 99582外異数160

101336外異数161, 102039外異数162, 103625外異数163, 104553外異数164, 106946外異数165

107204外異数166, 108621外異数167, 111836外異数168, 112799外異数169, 113948外異数170

114641外異数171, 116290外異数172, 117176外異数173, 121237外異数174, 125491外異数175

126636外異数176, 129169外異数177, 130985外異数178, 131696外異数179, 134413外異数180

134698外異数181, 136634外異数182, 139963外異数183, 143293外異数184, 144873外異数185

146604外異数186, 147498外異数187, 148592外異数188, 150145外異数189, 152317外異数190

152833外異数191, 156835外異数192, 157149外異数193, 160781外異数194, 163009外異数195
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> > 
(1)(1)

163501外異数196, 164867外異数197, 170983外異数198, 172921外異数199, 174170外異数200

GH = 200, H, ETUKB

177852外異数201, 180248外異数202, 182070外異数203, 185402外異数204, 188313外異数205

190725外異数206, 190893外異数207, 193476外異数208, 196831外異数209, 199645外異数210

201471外異数211, 202698外異数212, 205324外異数213, 206810外異数214, 208747外異数215

214434外異数216, 217181外異数217, 218010外異数218, 225349外異数219, 226681外異数220

229162外異数221, 231693外異数222, 233569外異数223, 234618外異数224, 235151外異数225

238726外異数226, 240813外異数227, 247821外異数228, 253856外異数229, 254304外異数230

260432外異数231, 261619外異数232, 262316外異数233, 266549外異数234, 269194外異数235

271510外異数236, 274249外異数237, 274752外異数238, 280179外異数239, 284288外異数240

290004外異数241, 293033外異数242, 295036外異数243, 296505外異数244, 298413外異数245

302662外異数246, 305781外異数247, 308840外異数248, 317738外異数249, 321172外異数250

323671外異数251, 324805外異数252, 329180外異数253, 331017外異数254, 336641外異数255

340900外異数256, 343358外異数257, 347000外異数258, 348109外異数259, 348898外異数260

362519外異数261, 366118外異数262, 368234外異数263, 370695外異数264, 371541外異数265

377449外異数266, 380365外異数267, 382011外異数268, 382244外異数269, 384956外異数270

387478外異数271, 390517外異数272, 391461外異数273, 399173外異数274, 403919外異数275

411846外異数276, 412670外異数277, 416879外異数278, 417990外異数279, 422452外異数280

433972外異数281, 434772外異数282, 440618外異数283, 441147外異数284, 443778外異数285

446064外異数286, 456288外異数287, 458425外異数288, 462401外異数289, 470669外異数290

474667外異数291, 475799外異数292, 481475外異数293, 482867外異数294, 498434外異数295

501083外異数296, 508192外異数297, 511257外異数298, 514643外異数299, 524306外異数300

GH = 300, H, ETUKB

蛭子井博孝, "2021-11-02-(07:28:40 PM)"
GP d 1, 3, 7, 12, 20, 30, 44, 65, 80, 96, 122, 147, 181, 203, 251, 289, 360, 400, 474,

564, 592, 661, 774, 821, 915, 969, 1015, 13728572, 13753692, 13772802,
13817128, 13836193, 13879218, 13977933, 14003876, 14018950, 14097948 :
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> > 

(1)(1)

> > 

> > 

#  1
p1 Cp2 C

1
1
p1 C

1
p2

= INTEGER by H,E  '20 K11 K14 :

for h from 1 to 8 do p1 d ithprime h :for e from h to 8 do p2 d

ithprime e : if type 1
p1 Cp2

C
1

1
p1

C
1
p2

, integer  

then print 1
p1 h  thp C p2 e  thp

C
1

1
p1

C
1
p2

= 1
p1 Cp2 C

1
1
p1 C

1
p2

, "byH.E"  fi:od:od:

1
3 2  thp C 5 3  thp

C
1

1
3 C

1
5

= 2, "byH.E"

1
5 3  thp C 7 4  thp

C
1

1
5 C

1
7

= 3, "byH.E"

1
5 3  thp C 19 8  thp

C
1

1
5 C

1
19

= 4, "byH.E"

1
7 4  thp C 17 7  thp

C
1

1
7 C

1
17

= 5, "byH.E"

1
11 5  thp C 13 6  thp

C
1

1
11 C

1
13

= 6, "byH.E"

1
11 5  thp C 19 8  thp

C
1

1
11 C

1
19

= 7, "byH.E"

1
17 7  thp C 19 8  thp

C
1

1
17 C

1
19

= 9, "byH.E"

print : print 約数和が数の倍数になる数 :for e from 1 to 5 do fns

e d : YS e d :od:for n from 2 to 1000000 do ys d 1 :

for h from 2 to floor evalf  n
1
2 C1 do if n mod h = 0 then ys d ys 

union h, n
h

 fi :od: ysm d 0 :for x from 1 to nops ys  do ysm d ysm
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> > 
> > 

> > 

(2)(2)

(3)(3)
> > 

Cys x :od: if ysm mod n = 0 then j d
ysm
n : fns j d fns j 

union n  :if nops ys R 10 then  print 約数和 ysm = j
* N n 約数  seq ys j , j = 1 ..7 , "x", seq ys j , j =K3 ..
K1 nops ys ko else  print 約数和 ysm = j
* N n 約数 ys nops ys ko  fi fi:od:

約数和が数の倍数になる数
約数和6 = 1  N 6約数

1, 2, 3
3 ko

約数和28 = 1  N 28約数
1, 2, 4, 7, 14

5 ko

約数和240 = 2  N 120約数
1, 2, 3, 4, 5, 6, 8, "x", 30, 40, 60

15 ko

約数和496 = 1  N 496約数
1, 2, 4, 8, 16, 31, 62, 124, 248

9 ko

約数和1344 = 2  N 672約数
1, 2, 3, 4, 6, 7, 8, "x", 168, 224, 336

23 ko

約数和8128 = 1  N 8128約数
1, 2, 4, 8, 16, 32, 64, "x", 1016, 2032, 4064

13 ko

約数和90720 = 3  N 30240約数
1, 2, 3, 4, 5, 6, 7, "x", 7560, 10080, 15120

95 ko

約数和98280 = 3  N 32760約数
1, 2, 3, 4, 5, 6, 7, "x", 8190, 10920, 16380

95 ko

約数和1047552

= 2  N 523776約数
1, 2, 3, 4, 6, 8, 11, "x", 130944, 174592, 261888

79 ko

約数和 = 1  "N" 6, 28, 496, 8128, 33550336, 8589869056,
137438691328, :

約数和 = 2  "N" 120, 672, 523776 :
約数和 = 3  "N" 30240, 32760, 2178540, 23569920, 45532800 :
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幾何数学の数論数題 蛭子井博孝の定義発見発案

1．1と4以外の自然数には素数が一意的に対応する。
この時、自然数はレベル数を持つ。

自然数の素因数の和の数を次々に素因数分解して作ってい

くと、いずれ、素数になる.このとき、素因数分解の回数を
レベル数という。

例 70 70 素因数分解｛2，5，7｝ 和 14
14 素因数分解 ｛2，7｝ 和 9
9 素因数分解 ｛3，3｝ 和 6
6 素因数分解 ｛2，3｝ 和 5 素数

このとき、70はレベル数が 4 とわかる
2．4以上の連続数の2乗数の3個の和は、3個の2乗数の和で表される。

h^2+(h+1)^2+(h+2)^2=X^2+Y^2+Z^2
例 4^2＋ 5^2＋ 6^2＝ 2^2＋ 3^2＋ 8^2

5^2＋ 6^2＋ 7^2＝ 1^2＋ 3^2＋ 10^2
6^2＋ 7^2＋ 8^2＝ 1^2＋ 2^2＋ 12^2

。。。

70^2＋ 71^2＋ 72^2＝ 2^2＋ 64^2＋ 105^2
。。。

85^2＋ 86^2＋ 87^2＝ 1^2＋ 45^2＋ 142^2
。。。

3．単位分数の恒等式
1/(x+1)+1/(x^2+x+1)+1/(x^4+2x^3+2x^2+x)＝ 1/x
例 1/2+1/3+1/6=1/1

1/3+1/7+1/42=1/2
...

1/13+1/157+1/24492=1/12

4 素因数のh乗数の和になるhの最小値を使って、その数のｈ次の素

数数と定義する。すると e(十分大きい数まで)乗しても素数にならない時、
e次以上素数数ということにする。
例 94 は、素因数（2，47） 2^2+47^2=2213 素数 94 は 2 次素数数

95は、素因数（5，19） e（500まで調べた）次以上素数数

5．X^h+Y^h+Z^h=A^h+B^h+C^h
数値例 ｈ＝ 2～ 6まで 1例以上算出
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> > 

> > 

> > 

#  Number =p1$p2$..$pn , p1h Cp2h C...Cpnh = prime andN and  it
's h 次Prime number by H , E :’2020 K 8 －27 '21 K 6 K 24 :

print : with StringTools : print "蛭子井博孝",
FormatTime "%Y-%m-%d-(%r)"
print 蛭子井博孝の自然数と素数の対応表,
FormatTime "%Y-%m-%d-(%r)" : Ps d : PFs d : Fs d

seq j, j = 2 ..1000 : f0 d 0 : print : print 0  次素数,
小さい順8 ko :  for n from 2 to 1000 do if isprime n  then  f0 d f0
C1 : print n fac = n = Prime 0 次の素数 = n fi:if f0 = 8 then 
break if:od:for h from 1 to  6 do print : print h  次素数,
小さい順8 ko : fc d 0 :for n from 2 to 1000 do  fs d 0 : ft d n :
 fp d 2 : nc d 0 : for p from 1 to n do if ft mod fp = 0 then nc d nc
C 1 : ft d

ft
fp

: FT nc d fp :  fs d fsC fph : else fp d

nextprime fp  fi:od: if isprime fs  and nc s 1 then if Ps intersect n
= then Ps d Ps union n : fc d fcC1 : print n fach sum
= seq FT j h, j = 1 ..nc = Prime h 次の素数 = fs  fi  fi :if fc
= 8 then break if: od: od:
 print 蛭子井博孝の自然数と素数の対応表 6 次まで ,
FormatTime "%Y-%m-%d-(%r)" :

"蛭子井博孝", "2021-07-01-(03:48:59 PM)"
蛭子井博孝の自然数と素数の対応表, "2021-07-01-(03:48:59 PM)"

0  次素数,小さい順8 ko
2fac= 2 = Prime 0  次の素数 = 2

3fac= 3 = Prime 0  次の素数 = 3

5fac= 5 = Prime 0  次の素数 = 5

7fac= 7 = Prime 0  次の素数 = 7

11fac= 11 = Prime 0  次の素数 = 11

13fac= 13 = Prime 0  次の素数 = 13

17fac= 17 = Prime 0  次の素数 = 17

19fac= 19 = Prime 0  次の素数 = 19

1  次素数,小さい順8 ko
6fac sum = 2 , 3 = Prime 1  次の素数 = 5

10fac sum = 2 , 5 = Prime 1  次の素数 = 7

12fac sum = 2 , 2 , 3 = Prime 1  次の素数 = 7
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22fac sum = 2 , 11 = Prime 1  次の素数 = 13

28fac sum = 2 , 2 , 7 = Prime 1  次の素数 = 11

34fac sum = 2 , 17 = Prime 1  次の素数 = 19

40fac sum = 2 , 2 , 2 , 5 = Prime 1  次の素数 = 11

45fac sum = 3 , 3 , 5 = Prime 1  次の素数 = 11

2  次素数,小さい順8 ko
14

fac2 sum = 2 2, 7 2 = Prime 2  次の素数 = 53

26
fac2 sum = 2 2, 13 2 = Prime 2  次の素数 = 173

54
fac2 sum = 2 2, 3 2, 3 2, 3 2 = Prime 2  次の素数 = 31

56
fac2 sum = 2 2, 2 2, 2 2, 7 2 = Prime 2  次の素数 = 61

63
fac2 sum = 3 2, 3 2, 7 2 = Prime 2  次の素数 = 67

74
fac2 sum = 2 2, 37 2 = Prime 2  次の素数 = 1373

75
fac2 sum = 3 2, 5 2, 5 2 = Prime 2  次の素数 = 59

80
fac2 sum = 2 2, 2 2, 2 2, 2 2, 5 2 = Prime 2  次の素数 = 41

3  次素数,小さい順8 ko
48

fac3 sum = 2 3, 2 3, 2 3, 2 3, 3 3 = Prime 3  次の素数 = 59

52
fac3 sum = 2 3, 2 3, 13 3 = Prime 3  次の素数 = 2213

96
fac3 sum = 2 3, 2 3, 2 3, 2 3, 2 3, 3 3 = Prime 3  次の素数 = 67

104
fac3 sum = 2 3, 2 3, 2 3, 13 3 = Prime 3  次の素数 = 2221

108
fac3 sum = 2 3, 2 3, 3 3, 3 3, 3 3 = Prime 3  次の素数 = 97

117
fac3 sum = 3 3, 3 3, 13 3 = Prime 3  次の素数 = 2251

136
fac3 sum = 2 3, 2 3, 2 3, 17 3 = Prime 3  次の素数 = 4937

152
fac3 sum = 2 3, 2 3, 2 3, 19 3 = Prime 3  次の素数 = 6883

4  次素数,小さい順8 ko
38

fac4 sum = 2 4, 19 4 = Prime 4  次の素数 = 130337

46
fac4 sum = 2 4, 23 4 = Prime 4  次の素数 = 279857
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(1)(1)

> > 

82
fac4 sum = 2 4, 41 4 = Prime 4  次の素数 = 2825777

118
fac4 sum = 2 4, 59 4 = Prime 4  次の素数 = 12117377

122
fac4 sum = 2 4, 61 4 = Prime 4  次の素数 = 13845857

126
fac4 sum = 2 4, 3 4, 3 4, 7 4 = Prime 4  次の素数 = 2579

142
fac4 sum = 2 4, 71 4 = Prime 4  次の素数 = 25411697

158
fac4 sum = 2 4, 79 4 = Prime 4  次の素数 = 38950097

5  次素数,小さい順8 ko
76

fac5 sum = 2 5, 2 5, 19 5 = Prime 5  次の素数 = 2476163

90
fac5 sum = 2 5, 3 5, 3 5, 5 5 = Prime 5  次の素数 = 3643

147
fac5 sum = 3 5, 7 5, 7 5 = Prime 5  次の素数 = 33857

165
fac5 sum = 3 5, 5 5, 11 5 = Prime 5  次の素数 = 164419

172
fac5 sum = 2 5, 2 5, 43 5 = Prime 5  次の素数 = 147008507

175
fac5 sum = 5 5, 5 5, 7 5 = Prime 5  次の素数 = 23057

198
fac5 sum = 2 5, 3 5, 3 5, 11 5 = Prime 5  次の素数 = 161569

245
fac5 sum = 5 5, 7 5, 7 5 = Prime 5  次の素数 = 36739

6  次素数,小さい順8 ko
304

fac6 sum = 2 6, 2 6, 2 6, 2 6, 19 6 = Prime 6  次の素数 = 47046137

345
fac6 sum = 3 6, 5 6, 23 6 = Prime 6  次の素数 = 148052243

357
fac6 sum = 3 6, 7 6, 17 6 = Prime 6  次の素数 = 24255947

376
fac6 sum = 2 6, 2 6, 2 6, 47 6 = Prime 6  次の素数 = 10779215521

399
fac6 sum = 3 6, 7 6, 19 6 = Prime 6  次の素数 = 47164259

405
fac6 sum = 3 6, 3 6, 3 6, 3 6, 5 6 = Prime 6  次の素数 = 18541

448
fac6 sum = 2 6, 2 6, 2 6, 2 6, 2 6, 2 6, 7 6 = Prime 6  次の素数 = 118033

477
fac6 sum = 3 6, 3 6, 53 6 = Prime 6  次の素数 = 22164362587

蛭子井博孝の自然数と素数の対応表 6 次まで ,
"2021-07-01-(03:49:00 PM)"

print : with StringTools :
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> > 
print 蛭子井博孝の合成数とh 2500 made  次素数の 200 made  対
応表, FormatTime "%Y-%m-%d-(%r)" : fc d 0 :for n from 2 to 200 
do if not isprime n  then ff d 0 :for h from 1  to 2500 do  fs d 0 :
 ft d n : fp d 2 : nc d 0 : for p from 1 to n do if ft mod fp = 0 
then nc d nc C 1 : ft d

ft
fp

: FT nc d fp :  fs d fsC fph : 

else fp d nextprime fp  fi:od: if  not isprime fs then  ff d ffC1 
else  print n fach = seq FT j h, j = 1 ..nc sum
= Prime h 次の素数 fs  : break if :od: if ff = 2500 then fc d fc
C1 : print n fac = seq FT j, j = 1 ..nc
= 不成2500 次素数数 No fc fi fi:od:
 print 蛭子井博孝の合成数と素数の対応表 200 made ,
FormatTime "%Y-%m-%d-(%r)" :

蛭子井博孝の合成数とh 2500 made  次素数の 200 made  対応表,
"2021-07-01-(03:40:24 PM)"

4fac= 2, 2 =不成2500 次素数数No 1

6fac= 2 , 3 sum
= Prime 1  次の素数 5

8fac= 2, 2, 2 =不成2500 次素数数No 2

9fac= 3, 3 =不成2500 次素数数No 3

10fac= 2 , 5 sum
= Prime 1  次の素数 7

12fac= 2 , 2 , 3 sum
= Prime 1  次の素数 7

14
fac2 = 2 2, 7 2

sum
= Prime 2  次の素数 53

15fac= 3, 5 =不成2500 次素数数No 4

16fac= 2, 2, 2, 2 =不成2500 次素数数No 5

18fac= 2, 3, 3 =不成2500 次素数数No 6

20fac= 2, 2, 5 =不成2500 次素数数No 7

21fac= 3, 7 =不成2500 次素数数No 8

22fac= 2 , 11 sum
= Prime 1  次の素数 13

24fac= 2, 2, 2, 3 =不成2500 次素数数No 9

25fac= 5, 5 =不成2500 次素数数No 10

26
fac2 = 2 2, 13 2

sum
= Prime 2  次の素数 173

27fac= 3, 3, 3 =不成2500 次素数数No 11

28fac= 2 , 2 , 7 sum
= Prime 1  次の素数 11
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30fac= 2, 3, 5 =不成2500 次素数数No 12

32fac= 2, 2, 2, 2, 2 =不成2500 次素数数No 13

33fac= 3, 11 =不成2500 次素数数No 14

34fac= 2 , 17 sum
= Prime 1  次の素数 19

35fac= 5, 7 =不成2500 次素数数No 15

36fac= 2, 2, 3, 3 =不成2500 次素数数No 16

38
fac4 = 2 4, 19 4

sum
= Prime 4  次の素数 130337

39fac= 3, 13 =不成2500 次素数数No 17

40fac= 2 , 2 , 2 , 5 sum
= Prime 1  次の素数 11

42fac= 2, 3, 7 =不成2500 次素数数No 18

44fac= 2, 2, 11 =不成2500 次素数数No 19

45fac= 3 , 3 , 5 sum
= Prime 1  次の素数 11

46
fac4 = 2 4, 23 4

sum
= Prime 4  次の素数 279857

48fac= 2 , 2 , 2 , 2 , 3 sum
= Prime 1  次の素数 11

49fac= 7, 7 =不成2500 次素数数No 20

50fac= 2, 5, 5 =不成2500 次素数数No 21

51fac= 3, 17 =不成2500 次素数数No 22

52fac= 2 , 2 , 13 sum
= Prime 1  次の素数 17

54fac= 2 , 3 , 3 , 3 sum
= Prime 1  次の素数 11

55fac= 5, 11 =不成2500 次素数数No 23

56fac= 2 , 2 , 2 , 7 sum
= Prime 1  次の素数 13

57fac= 3, 19 =不成2500 次素数数No 24

58fac= 2 , 29 sum
= Prime 1  次の素数 31

60fac= 2, 2, 3, 5 =不成2500 次素数数No 25

62fac= 2, 31 =不成2500 次素数数No 26

63fac= 3 , 3 , 7 sum
= Prime 1  次の素数 13

64fac= 2, 2, 2, 2, 2, 2 =不成2500 次素数数No 27

65fac= 5, 13 =不成2500 次素数数No 28
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66fac= 2, 3, 11 =不成2500 次素数数No 29

68fac= 2, 2, 17 =不成2500 次素数数No 30

69fac= 3, 23 =不成2500 次素数数No 31

70fac= 2, 5, 7 =不成2500 次素数数No 32

72fac= 2, 2, 2, 3, 3 =不成2500 次素数数No 33

74
fac2 = 2 2, 37 2

sum
= Prime 2  次の素数 1373

75fac= 3 , 5 , 5 sum
= Prime 1  次の素数 13

76fac= 2 , 2 , 19 sum
= Prime 1  次の素数 23

77fac= 7, 11 =不成2500 次素数数No 34

78fac= 2, 3, 13 =不成2500 次素数数No 35

80fac= 2 , 2 , 2 , 2 , 5 sum
= Prime 1  次の素数 13

81fac= 3, 3, 3, 3 =不成2500 次素数数No 36

82fac= 2 , 41 sum
= Prime 1  次の素数 43

84fac= 2, 2, 3, 7 =不成2500 次素数数No 37

85fac= 5, 17 =不成2500 次素数数No 38

86
fac2048 = 2 2048, 43 2048

sum

= Prime 2048  次の素数

2204941273769505054078959263578683295166441241127775778266\
6786225376173556370825404763872153235358505779083685493526\
1251087568819071729121937811348650703767059824924522103439\
2813259819050249989918790628227232444015932016732183691978\
5711068887490934980257876642643394909312251422516586986586\
6458630419073969732331679821412876580131545051915166124048\
9998911029089540805248934952377567681692431091362579178498\
3408240289925136445751678259053530173489527701239347558012\
9587891917411433130393211425359062655321819759889386154780\
8763238101528463087006070861881442187272227661496783369439\
9510222581590064949397680524901076641970558195892354626081\
9811278212994242563164236952609245285978696629883122252115\
4428118243226385935032487652912543796658423277724063512912\
6793176939748658109712266055975551917086713335942613815367\
8242277452675887981362968106567316499100066725118888159604\
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9527890215402122156900971477283518339207901924156345887013\
6009282524338815362763065463827120616219103852575719193369\
4752432959390060564438392939687441698556398499562005573720\
1791563597849264503363892907979492873106518559942117150451\
7388092704700149289815858361962034470253364616432971443195\
6124663141241820797480084914124473100148951155506655773242\
7167188588651997855418318562927578079224772836473397724176\
0696996296031863719965966957776940158057077250614708531137\
0208569410573324692775899130031164469105463086689602738038\
9760260255550169323500376625631014349708963427696697485212\
9166374107889239611268704469039927437997293099170692320206\
7447385669262180736151600965587576562622779481416403096547\
5308709858731564614020297989512844150872142638479814040703\
9485638975652454400502150875295793691290095712710064379570\
4592969141751121341435283574247787666254141797013573110008\
1972168887153616558691757216442102607229238573814093277907\
2513702489164967894346626798083394987968341117616652819217\
5823129078580964769046170922428165049026843370462559791768\
0396458798249530386241109215797876138453888980200351484679\
4714282512139128467379962961383849529870999435014031960786\
3995275851490478340581148729152342183460257336342967636884\
7230413994848819101184845216146338338437033236358361075144\
9553516832894855196707665795997143399635338362242372108350\
7955830161990278655116569385073565861566856276007221587177\
4296956153529936681263824660974094653546213485845783020149\
0892636998848308180333313292626561222505735283776361750237\
2497276556237225353741431859359631296082962653078807292569\
6040482512078813756914648677333899404193052162638214353312\
8976972706330448122544943356378511931008443129017523184555\
2544447690590699857357547269373540192578248268041237869279\
6250047733457417809121714928265948063402850185349631674016\
7900809457769520516709944205245324173501885063723442569682\
7536116142214874333301521941263509566051614505259816571030\
4555644653716957530830319527496802224729753694828926945419\
5963957176016656565763096694635157367692786203162309707721\
6409952959694103757346973193718625034781699383692049064134\
9294781495488881874007256053492396318114381926007707433239\
0026514533351148197944955562369159833451254717434711517670\
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5054726116001937335874857871148848348463449094672324740489\
8699887222529108501781068818087289895229897124156482897961\
7151494198120326943998581273983649013086303118780856567552\
0948722551330730263584510541325820562572279406113363404531\
8920915263068987305311982767026233696257

87fac= 3, 29 =不成2500 次素数数No 39

88fac= 2 , 2 , 2 , 11 sum
= Prime 1  次の素数 17

90fac= 2 , 3 , 3 , 5 sum
= Prime 1  次の素数 13

91fac= 7, 13 =不成2500 次素数数No 40

92fac= 2, 2, 23 =不成2500 次素数数No 41

93fac= 3, 31 =不成2500 次素数数No 42

94
fac2 = 2 2, 47 2

sum
= Prime 2  次の素数 2213

95fac= 5, 19 =不成2500 次素数数No 43

96fac= 2 , 2 , 2 , 2 , 2 , 3 sum
= Prime 1  次の素数 13

98fac= 2, 7, 7 =不成2500 次素数数No 44

99fac= 3 , 3 , 11 sum
= Prime 1  次の素数 17

100fac= 2, 2, 5, 5 =不成2500 次素数数No 45

102fac= 2, 3, 17 =不成2500 次素数数No 46

104fac= 2 , 2 , 2 , 13 sum
= Prime 1  次の素数 19

105
fac2 = 3 2, 5 2, 7 2

sum
= Prime 2  次の素数 83

106
fac64 = 2 64, 53 64

sum

= Prime 64  次の素数

2257645007678586540733854653926334776114251228362142845519\
98115524528788974971860265258683081411634304108567297

108fac= 2 , 2 , 3 , 3 , 3 sum
= Prime 1  次の素数 13

110fac= 2, 5, 11 =不成2500 次素数数No 47

111fac= 3, 37 =不成2500 次素数数No 48

112fac= 2, 2, 2, 2, 7 =不成2500 次素数数No 49

114fac= 2, 3, 19 =不成2500 次素数数No 50

115fac= 5, 23 =不成2500 次素数数No 51
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116fac= 2, 2, 29 =不成2500 次素数数No 52

117fac= 3 , 3 , 13 sum
= Prime 1  次の素数 19

118fac= 2 , 59 sum
= Prime 1  次の素数 61

119fac= 7, 17 =不成2500 次素数数No 53

120fac= 2, 2, 2, 3, 5 =不成2500 次素数数No 54

121fac= 11, 11 =不成2500 次素数数No 55

122
fac4 = 2 4, 61 4

sum
= Prime 4  次の素数 13845857

123fac= 3, 41 =不成2500 次素数数No 56

124
fac39 = 2 39, 2 39, 31 39

sum

= Prime 39  次の素数

1455814563261362006838406747003851367260755337576043445884\
7

125fac= 5, 5, 5 =不成2500 次素数数No 57

126
fac2 = 2 2, 3 2, 3 2, 7 2

sum
= Prime 2  次の素数 71

128fac= 2, 2, 2, 2, 2, 2, 2 =不成2500 次素数数No 58

129fac= 3, 43 =不成2500 次素数数No 59

130fac= 2, 5, 13 =不成2500 次素数数No 60

132fac= 2, 2, 3, 11 =不成2500 次素数数No 61

133fac= 7, 19 =不成2500 次素数数No 62

134
fac2 = 2 2, 67 2

sum
= Prime 2  次の素数 4493

135fac= 3, 3, 3, 5 =不成2500 次素数数No 63

136fac= 2 , 2 , 2 , 17 sum
= Prime 1  次の素数 23

138fac= 2, 3, 23 =不成2500 次素数数No 64

140fac= 2, 2, 5, 7 =不成2500 次素数数No 65

141fac= 3, 47 =不成2500 次素数数No 66

142fac= 2 , 71 sum
= Prime 1  次の素数 73

143fac= 11, 13 =不成2500 次素数数No 67

144fac= 2, 2, 2, 2, 3, 3 =不成2500 次素数数No 68

145fac= 5, 29 =不成2500 次素数数No 69
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146
fac2 = 2 2, 73 2

sum
= Prime 2  次の素数 5333

147fac= 3 , 7 , 7 sum
= Prime 1  次の素数 17

148fac= 2 , 2 , 37 sum
= Prime 1  次の素数 41

150fac= 2, 3, 5, 5 =不成2500 次素数数No 70

152
fac2 = 2 2, 2 2, 2 2, 19 2

sum
= Prime 2  次の素数 373

153fac= 3 , 3 , 17 sum
= Prime 1  次の素数 23

154fac= 2, 7, 11 =不成2500 次素数数No 71

155fac= 5, 31 =不成2500 次素数数No 72

156fac= 2, 2, 3, 13 =不成2500 次素数数No 73

158
fac4 = 2 4, 79 4

sum
= Prime 4  次の素数 38950097

159fac= 3, 53 =不成2500 次素数数No 74

160fac= 2, 2, 2, 2, 2, 5 =不成2500 次素数数No 75

161fac= 7, 23 =不成2500 次素数数No 76

162fac= 2, 3, 3, 3, 3 =不成2500 次素数数No 77

164fac= 2, 2, 41 =不成2500 次素数数No 78

165fac= 3 , 5 , 11 sum
= Prime 1  次の素数 19

166fac= 2, 83 =不成2500 次素数数No 79

168fac= 2, 2, 2, 3, 7 =不成2500 次素数数No 80

169fac= 13, 13 =不成2500 次素数数No 81

170fac= 2, 5, 17 =不成2500 次素数数No 82

171
fac2 = 3 2, 3 2, 19 2

sum
= Prime 2  次の素数 379

172fac= 2 , 2 , 43 sum
= Prime 1  次の素数 47

174fac= 2, 3, 29 =不成2500 次素数数No 83

175fac= 5 , 5 , 7 sum
= Prime 1  次の素数 17

176fac= 2 , 2 , 2 , 2 , 11 sum
= Prime 1  次の素数 19

177fac= 3, 59 =不成2500 次素数数No 84

178
fac16 = 2 16, 89 16

sum

= Prime 16  次の素数 15496731425178936435099327796097
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> > 
> > 

(2)(2)

180fac= 2, 2, 3, 3, 5 =不成2500 次素数数No 85

182fac= 2, 7, 13 =不成2500 次素数数No 86

183fac= 3, 61 =不成2500 次素数数No 87

184fac= 2 , 2 , 2 , 23 sum
= Prime 1  次の素数 29

185fac= 5, 37 =不成2500 次素数数No 88

186fac= 2, 3, 31 =不成2500 次素数数No 89

187fac= 11, 17 =不成2500 次素数数No 90

188fac= 2, 2, 47 =不成2500 次素数数No 91

189fac= 3, 3, 3, 7 =不成2500 次素数数No 92

190fac= 2, 5, 19 =不成2500 次素数数No 93

192fac= 2, 2, 2, 2, 2, 2, 3 =不成2500 次素数数No 94

194
fac2 = 2 2, 97 2

sum
= Prime 2  次の素数 9413

195
fac216 = 3 216, 5 216, 13 216

sum

= Prime 216  次の素数

4090384163381624186431569173228843306237290782008908203961\
9880704015535994166303123600619655289217298353757036520820\
3596891828190839066306781757085645382247705795470983219111\
3490702511555036493810068662048481685927179072780327485396\
885449187

196fac= 2, 2, 7, 7 =不成2500 次素数数No 95

198fac= 2 , 3 , 3 , 11 sum
= Prime 1  次の素数 19

200fac= 2, 2, 2, 5, 5 =不成2500 次素数数No 96

蛭子井博孝の合成数と素数の対応表 200 made ,
"2021-07-01-(03:42:23 PM)"
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第3 章 命題定理 116p   
(は）できるだけ作図順序を、緑、水色、青 
赤線、マゼンタの順にした。  

....117

.....123 

.....127.

....130 
...134 

6．ピタゴラスの拡張図面積 5 倍の定理.135 
...136

8．ピタゴラスの定理の３Ｄ化 ...139 
.....142

　10．6 点 8 点 16 点円の定理. ....147 
.....151
....153    
.   158 
....162 
.....170 
.....171 
.....173 
.....186

. ....188.

..     201  

.. ...207 

1．平行線の問題、定理
2．正三角形の問題、定理
3．ピタゴラスの周辺定理
4. 等長問題
5．正方形の定理

7 無限連鎖の定理

９.直角、垂線の問題

11. 2円偶数奇数円の定理
12．共点問題
13. 円 4線 バラの定理
12．2重三角形 星々の定理
13．円と長方形の共点問題
14 7角形の共点問題、定理
13．2重四角形の問題、ダイアの定理
14．多角形の作図定理
15．ダイアバラの多段性定理
16. 3,4角形傍接円の定理
17．6点ヘキサゴンの定理 (第 1, 2, 3 定理）

蛭子井博孝の接線ダイアの定理
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平行線問題

蛭子井博孝

4平行定理 2円平行平行定理

2円交点線の平行定理

平行線2循環定理
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2等辺三角形問題
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幾何数学直論　　蛭子井博孝編著

－122/222－



幾何数学直論　　蛭子井博孝編著

－123/222－



幾何数学直論　　蛭子井博孝編著

－124/222－



幾何数学直論　　蛭子井博孝編著

－125/222－



幾何数学直論　　蛭子井博孝編著

－126/222－



幾何数学直論　　蛭子井博孝編著

－127/222－



幾何数学直論　　蛭子井博孝編著

－128/222－



幾何数学直論　　蛭子井博孝編著

－129/222－



幾何数学直論　　蛭子井博孝編著

－130/222－



幾何数学直論　　蛭子井博孝編著

－131/222－



幾何数学直論　　蛭子井博孝編著

－132/222－



幾何数学直論　　蛭子井博孝編著

－133/222－



幾何数学直論　　蛭子井博孝編著

－134/222－



幾何数学直論　　蛭子井博孝編著

－135/222－



幾何数学直論　　蛭子井博孝編著

－136/222－



幾何数学直論　　蛭子井博孝編著

－137/222－



幾何数学直論　　蛭子井博孝編著

－7/222－



幾何数学直論　　蛭子井博孝編著

－136/222－



幾何数学直論　　蛭子井博孝編著

－138/222－



幾何数学直論　　蛭子井博孝編著

－139/222－



幾何数学直論　　蛭子井博孝編著

－140/222－



幾何数学直論　　蛭子井博孝編著

－141/222－



幾何数学直論　　蛭子井博孝編著

－142/222－



幾何数学直論　　蛭子井博孝編著

－143/222－



幾何数学直論　　蛭子井博孝編著

－144/222－



幾何数学直論　　蛭子井博孝編著

－145/222－



幾何数学直論　　蛭子井博孝編著

－146/222－



幾何数学直論　　蛭子井博孝編著

－147/222－



幾何数学直論　　蛭子井博孝編著

－148/222－



幾何数学直論　　蛭子井博孝編著

－149/222－



蛭子井博孝

2011-10-10

２周で閉じる

奇数角形循環円の定理

円周上交点遍
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2円偶数の定理

2円循環偶数8円の定理

2円循環偶数6円の定理

2円循環偶数４円の定理 蛭子井博孝

2円奇数円2循環定理
2021-6-11
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ｂｙ　H.E

2008-7-14

バラの定理

ｂｙ　H.E

2006-8-7

青バラの定理

ｂｙ　H．EBISUI

ひまわりの定理

ｂｙ　H．EBISUI
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Triangle Overlap ５types

ADE Probrem
Type 1

蛭子井博孝

共点連鎖
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ADE probrem
type 2

非共点非共点無限連鎖

蛭子井博孝
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ADE probrem
type 3

非共点共点交互無限連鎖

蛭子井博孝
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Triangle Overlap ５types

ADE Probrem

非共点異共点交互無限連鎖

type ４
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Triangle Overlap ５types

ADE Probrem

type ５

非共点共点交互無限連鎖
辺三等分線

蛭子井博孝
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2019-10-3

蛭子井博孝
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四角形の傍接円のダイアバラの定理
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四角形の傍接円のダイアバラの定理

蛭子井博孝
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フォイエルバッハ円

蛭子井博孝円

傍接三角形に内接し，傍接三角形の9点円である外接円にも内接する円

傍接円に内接し、内接円に外接する三角形の九点円

蛭子井博孝の傍接円の定理　2020-11-15
内接円に外接する円

外接円に内接する円

再考接円3段
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中国 
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日本数学会 
 

2021年6月5日　日本図学会名誉会員　推挙 
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昨年暮れから、今まで、幾何数学の本を編んできた。6 月 5 日に、日本図学
会テレワーク総会で、日本図学会名誉会員に、推薦承認され、やっと、私の 

仕事が、世に認められたと思われる。この称号をもらったことが、まるで像 

の上に乗ったような感じで、何をやったらいいか、戸惑っているが、6 月 8 
日発行する幾何数学原論 いろは のこのあとがきに、幾何数学とは何かを  

ひと言書いて置こうと思う。現代の数学に、図形が影を潜めていることを危 

惧して、私は、運動幾何学の DOVAL とともに、図形で表される論理構造の  

素晴らしさを世に残したく思っている。また、数論の成果や、新しい概念も 

合わせ、記し、幾何数学入門を、220 ページあまりで、著したつもりだ。そ  

の内容は、各ページをひもとけば、自ずから、見えてくるようにしたつもり  

だ。個々の内容より、この本全体が、花束のように、一輪一輪、咲き誇って  

いることを、いいたい。内容に、甲乙つけるより、皆、開花する、花やつぼ

みであることと言い添えて、比喩的、表現で、幾何数学入門を直論に換え、  

直論の後書きを締めくくることにしたい。ありがとう。皆さん。 

編集後記 

もうすぐ 6 月も終わり、再編を繰り返し、また、おなじみの本の形にした。222 
ページを崩さず始めに序 4 ページを別ページ形式で加えた。はしがきで最後にす
る予定が、この後記で締めくくる。完全数 6，28 が好きだ。6 月 25 日記  

あとがき

日本図学会名誉会員 蛭子井博孝

幾何数学直論 

発行日 2021 年 6 月 28 日 
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1つ は 、 数 学 の 歴 史 的 テ ー マ 、「 双 子 素 数 は 無 限 に あ る か 」 の
謎 を 、 7連 双 子 素 数 の 問 題 に 置 き 換 え て 、 考 え る こ と が で き そ う
な 数 論 数 表 を 掲 載 し 、 2つ 目 は 、 幾 何 数 学 命 題 定 理 の 有 限 、 無 限
性 の 問 題 を 提 起 す る ダ イ ア や ダ イ ア バ ラ の 命 題 定 理 図 を 掲 げ 、 3
つ 目 は 、 楕 円 の 一 般 化 曲 線 、 DO V A Lの 性 質 を 掲 載 し て 、 皆 さ ん の
英 知 に 、 一 石 を 投 じ る 光 栄 を 噛 み し め て い ま す 。 ど う ぞ 、 ご 享 受
く だ さ い 。 2021年 8月 7日 定 価 （ 本 体 8000 円 +税 ）




